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開 講 場 所 履 修 年 数授 業 時 間

出願前
指導教員との事前相談

入学希望者は、大学院担当教授と事前相談を行い、入学の動機、実務経験、希望する研究テーマ、履修の見込み、方法（長期履
修制の希望の有無）を確認します。特に医療機関等へ就労しながら通学する予定の場合、勤務先の了承についても確認します。

入学から修士課程修了までの流れ 授業科目表
学
び
の
特
色

広い視野に立ち、高度かつ複雑化する看護実践を科学的に検証します。また、新たな支援方法を開発することができる研究能力と教育

的な看護実践能力を身に付けることを目指します。教育的看護実践力の探求に関して、人々の健康行動の獲得力を支援する視点から、

生活習慣病を予防し健康を保持・増進する力を培うことを中心に働きかける看護を探求する領域として「健康生活支援看護学」を、生

活習慣病をはじめ病気を抱えながらも状態悪化を予防し改善を図っていける力を培うことを支援する看護を探求する領域として「療養

生活支援看護学」を設定しています。

授
業
の
形
式

科目担当者による講義とともに、学生が提示されたテーマに関して調べ、自らの意見をまとめてプレゼンテーションを行いディスカッショ

ンする形式を取り入れます。演習では学生が文献検索・検討した内容と自身の臨床経験に照らし合わせて考察した内容を発表し、科目

担当者がコメントするという演習形式とし、グループワークを取り入れ、発言機会を多く持てる授業展開とします。研究指導科目におい

ては、個別指導を中心とし、高度な実践のみならず、相談、調整、倫理調整の役割を担うための指導も行います。

2年間のスケジュール 長期履修（3年間）の
スケジュール

1
年次

2
年次

履修指導と研究指導 担当教員が科目履修および研究の進め方について相談に応じます。
「共通科目」「専門教育科目」の授業がスタートします。

修士（看護学）学位授与3月 修士論文執筆  ／  審査・発表
修士（看護学）学位授与

臨地実習（ 2週間）2月

研究実施6 ～ 9月

修士論文執筆10 ～ 1月

修士論文提出

審査会・修士論文発表会

修士論文最終提出

1月末

3月

2月

研究課題の絞り込み 療養生活支援看護学領域・健康生活支援看護学領域のどちらかを選
定。研究課題を絞り込み、主指導教員1名、副指導教員1名が決定します。

研究課題の明確化

研究計画書の提出・審査  ／  中間報告会

研究計画書の作成

履 修 モ デ ル

区分 授業科目 配当
年次

必修 選択必修 選択 療養生活
支援看護学

健康生活
支援看護学

共通科目
15単位以上

看護研究方法論Ⅰ 1 2 ◎ ◎

看護研究方法論Ⅱ 1 2 ◎ ◎

看護実践教育論 1 2 ◎ ◎

看護倫理 1 2 ◎ ◎

ヘルスプロモーションと健康教育 1 2 〇 〇

家族看護論 1 2 〇 〇

看護システム論 1 2 △ △

看護理論 1 2 ◎ ◎

フィジカルアセスメント 1 2 △ △

病態生理学 1 2 △ △

看護管理 2 1 △ △

コンサルテーション論 2 2 △ △

小　　計 15単位 15単位

専門教育科目
7単位以上

生活支援看護学総論 1 1 ◎ ◎

療養生活支援看護学特論 1 2 〇 ＊

療養生活支援看護学演習Ⅰ 1 1 〇

療養生活支援看護学演習Ⅱ 2 1 〇

療養生活支援看護学実習 1 2 〇

健康生活支援看護学特論 1 2 ＊ 〇

健康生活支援看護学演習Ⅰ 1 1 〇

健康生活支援看護学演習Ⅱ 2 1 〇

健康生活支援看護学実習 1 2 〇

小　　計 7単位 7単位

特別研究科目
8単位

特別研究 2（3※） 8 ◎ ◎

小　　計 8単位 8単位

合　　計 30単位 30単位

◎：必修　〇：選択必修　△：科目のうち2科目以上選択　＊：選択　　　（※：長期履修生の場合）

入 学 試 験

研究実施
6 

〜 

3
月

臨地実習（ 2週間）

東京
本郷キャンパス

平日1～6限（9：10～19：40）及び
土曜日1～4限（9:10～16:20）

標準修業年限は2年
長期履修の修業年限は3年
最長修業年限は4年研究科、専攻等の名称

及び学位の名称
本研究科は、基礎学部・学科である保健医療技術学部看護学科の学校教育を踏まえ修士課程を設置するものであり、研究
科名は「看護学研究科」です。専攻名は、「看護学専攻（修士課程）」とし、学位の名称は「修士（看護学）」です。

単 位 数

※修了要件は、本研究科に2年以上在学し、30単位以上を履修し、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および最終試験に合格すること。
※履修方法は、共通科目において必修科目10単位、選択必修科目2単位、選択科目3単位以上、専門教育科目において必修科目1単位、療養生活領域あるいは健康生活領域いずれか主たる領域の
選択必修科目6単位、特別研究8単位を含めて30単位以上を修得する。

4 ～ 6月

6月

1月

4 ～ 6月

3月

3
年次

2月


